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　第2編　大学　第2章　教務（日本福祉大学大学院スポーツ科学研究科授業科目履修規程）

日本福祉大学大学院スポーツ科学研究科授業科目

[bookmark: _GoBack]履修規程



第1章　総則



（目的）

第1条　日本福祉大学大学院スポーツ科学研究科（以下、本研究科という）の授業科目の履修及びこれに関する事項は、日本福祉大学大学院学則（以下、学則という）によるほか、この規程の定めるところによる。



第2章　修了要件



（修了要件）

第2条　本研究科スポーツ科学専攻修士課程を修了するためには、本研究科に2年以上在学し、基礎科目から8単位以上(必修6単位を含む）、専門科目から14単位以上(研究領域の科目群からの8単位以上を含む）、展開科目２単位以上、研究指導科目6単位、合計30単位以上を修得し、必要な研究指導を受け、修士論文審査及び最終試験に合格しなければならない。



第3章　授業科目と履修方法等



（授業科目と履修方法等）

第3条　本研究科の授業科目、単位、学年配当、履修方法等は別表1の通りとする。



（履修登録）

第4条　授業科目を履修し単位を取得するためには、毎学年の年度当初の所定の期間に履修登録をしなければならない。

2　前項に関わらず、後期の所定の期間に履修登録の修正を行えるものとする。

3　後期復学生及び年度当初に履修登録を行わなかった者は、前項の期間において後期開講科目に限り履修登録を行えるものとする。

4　病気及びその他やむを得ない理由により、所定の期間に履修登録ができない場合は、直ちに届け出て指示を受けなければならない。



（履修の制限）

第5条　既に単位を修得した同一科目を履修することはできない。

2　上級学年配当科目は履修することができない

3　同一時限に開講される複数の科目を履修することはできない。



（入学前の既修得単位等の認定）

第6条　本大学院に入学する前に、本大学院または他大学の大学院において修得した単位（科目等履修生として修得した単位を含む）を、本人の申請により本研究科で修得した単位として認定することができる。

2　前項により認定できる単位は、本研究科に開講する授業科目と同一名称または同一・類似内容のもので、単位数が同等以上のものに限り、10単位を限度に算入することができる。

3　前項で算入する授業科目は、基礎科目（必修科目を除く）および専門科目とする。



第4章　授業



（授業の形態）

第7条　本研究科における授業は、講義、演習、実験・実習のいずれかにより、またはこれらの併用により行うものとする、

2　授業の形態は、その開講期間に応じて以下の各号のとおり区分する。

⑴　通常授業は、半期又は通年で開講する。時間割は年度はじめに発表する。

⑵　集中授業は、集中授業期間に連続して開講する。集中授業期間、科目、日程は年度はじめに発表する。

⑶　補講は、休講等やむをえない事情で授業が予定どおり終了しない場合、所定の補講期間に実施する。補講期間は年度はじめに発表し、科目、日程はその都度発表する。



（授業時間帯）

第8条　本研究科の授業時間帯は別表2の通り定める。



（休講）

第9条　休講基準は、別に定める「日本福祉大学キャンパス別授業時間及び休講基準を定める規程」による。



（授業の変更）

第10条　年度途中、やむを得ない事情で、授業の日程や教室を変更する場合がある。変更についてはその都度掲示する。



第5章　規程管理



（規程の所管課室）

第11条　本規程の所管課室は、名古屋事務室とする。



（規程の改廃）

第12条　本規程の改廃は、研究科委員会の審議結果の進達を受けて、学長が決定する。



附　則

1　本規程は、2021年4月1日から施行する。




別表1　スポーツ科学研究科スポーツ科学専攻修士課程　授業科目

		科目区分

		授業科目名

		配当学年

		単位

		履修方法



		

		

		

		

		必修・選択

		履修要件



		基礎科目

		研究方法論科目

		スポーツ科学研究方法特論

		1

		2

		必修

		８単位以上

（必修６単位含む）



		

		スポーツふくし・文化科目群

		スポーツ共生社会特論

		1

		2

		必修

		



		

		

		スポーツインテグリティ特論

		1

		2

		必修

		



		

		

		障害者スポーツ実践特論

		1

		2

		選択

		



		

		

		発育発達学特論

		1

		2

		選択

		



		専門科目

		身体運動・コーチ科学科目群

		身体運動学特論

		1

		2

		選択

		14単位以上

（選択する研究領域の科目群からの８単位以上を含む）



		

		

		スポーツコーチング特論

		1

		2

		選択

		



		

		

		スポーツ心理学特論

		1

		2

		選択

		



		

		

		スポーツメンタルトレーニング特論

		1

		2

		選択

		



		

		

		実践トレーニング特論

		1

		2

		選択

		



		

		

		環境生理学特論

		1

		2

		選択

		



		

		

		スポーツ理学療法学特論

		2

		2

		選択

		



		

		

		スポーツ医学特論

		1

		2

		選択

		



		

		

		スポーツ栄養学特論

		1

		2

		選択

		



		

		スポーツ人文・社会科学科目群

		スポーツ哲学特論

		1

		2

		選択

		



		

		

		スポーツ史特論

		1

		2

		選択

		



		

		

		スポーツ社会学特論

		1

		2

		選択

		



		

		

		スポーツビジネス特論

		1

		2

		選択

		



		

		

		スポーツマネジメント特論

		1

		2

		選択

		



		

		

		スポーツ人類学特論

		1

		2

		選択

		



		

		

		保健体育科教育特論

		1

		2

		選択

		



		展開科目

		身体運動・コーチ科学科目群

		スポーツコーチング演習Ａ

		2

		2

		選択

		２単位以上



		

		

		スポーツコーチング演習Ｂ

		2

		2

		選択

		



		

		スポーツ人文・社会科学科目群

		スポーツフィールドスタディ

演習Ａ

		2

		2

		選択

		



		

		

		スポーツフィールドスタディ

演習Ｂ

		2

		2

		選択

		



		

研究指導科目



		スポーツ科学研究Ⅰ

		1

		2

		必修

		６単位



		

		スポーツ科学研究Ⅱ

		2

		2

		必修

		



		

		スポーツ科学研究Ⅲ

		2

		2

		必修

		










別表2　（授業時間帯）

		時限

		時間



		1

2

3

4

5

6

		 9：20～10：50

11：00～12：30

13：35～14：55

15：05～16：35

16：45～18：15

18：25～19：55







